別表第1(第11条関係)
査察対象物種別区分表
用途別


第1種区分
第2種区分
第3種区分




区分内容
区分内容
区分内容

1項
イ

―
全対象物
第1種区分及び第2種区分査察対象物以外の対象物


ロ


延面積が500m2以上のもの


2項
イ

―




ロ






ハ






ニ

全対象物
―


3項
イ

―
延面積が500m2以上のもの



ロ





4項


1　延面積が300m2以上で、かつ、地階又は3階以上の階を当該用途に供するもの
2　延面積が3000m2以上のもの
3　スプリンクラー設備を有するもの
―


5項
イ

全対象物
―



ロ

―



6項
イ
(1)
(2)
(3)
(4)
患者等を収容するベッドを有するもの(病院)
患者等を収容するベッドを有するもの(診療所、助産所)



ロ
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
全対象物
―



ハ
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
利用者を入居させ又は宿泊させるもの
延面積が300m2以上のもの



ニ

―



7項


―
―


8項


―
―


9項
イ

―
延面積が200m2以上で、かつ、避難階以外の階を当該用途に供するもの



ロ


―


10項


全対象物
―


11項


―
―


12項
イ

別表第1の2第1種査察対象物を有するもの
延面積が500m2以上で、かつ、別表第1の2第2種査察対象物を有するもの



ロ

―
延面積500m2以上のもの


13項
イ

―
延面積が1,000m2以上で、かつ、地階又は3階以上の階を有するもの



ロ

―



14項


―



15項


―



16項
イ

防火対象物の一部が、2項ニ、5項イ、6項イ(1)、(3)(病院に限る。)、6項ロ又は6項ハ(利用者を入居させ又は宿泊させるものに限る。)に供されているもの
1　延面積が500m2以上で、かつ、特定防火対象物の用途に供される部分の床面積の合計が、300m2以上のもののうち、避難階以外の階を当該用途のいずれかに供するもの
2　防火対象物の一部が、6項イ(2)、(3)(診療所、助産所に限る。)に供されているもの



ロ

―
―


16の2項


全対象物
―


16の3項


全対象物
―


17項


全対象物
―


18項


―
―


19項


―
―


20項


全対象物
―


備考
1　第1種区分に法第8条の2の5に規定する自衛消防組織の設置が義務付けられている対象物及び令別表第1　10項に接続されている対象物を付加する。
2　第2種区分にスプリンクラー設備、水噴霧等消火設備等(移動式を除く)いずれかを有する対象物及び高さ31メートルを超える対象物を付加する。
